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京二中鳥羽高校同窓会（京都府立鳥羽高等学校内）

〒601-8449　京都市南区西九条大国町 1	 TEL:075-672-6788		FAX:075-691-7448
	 ホームページURL　http://www.kyo2toba-dosokai.jp

『京二中鳥羽高ものがたり』

近代教育界に燦然と輝く「亰二
中」。明治の草創と大正の隆盛
など、その歴史を原資料によっ
て一冊の本にまとめました。

【お申込先】
㈱昭英社  ℡ 075-351-1811（代）

京二中鳥羽高校同窓会

関東京二中鳥羽同窓会の御紹介
京二中、鳥羽高校の卒業生は、関東でも強い絆で結ばれていて、毎年秋に東京で同窓会
を開催しています。
昨年は、11 月 19 日 ( 土 ) にＪＲ東京駅八重洲口近くの「加賀屋東京駅前店」に集まり、
近況報告などを行うなど、会員相互の連携をさらに深め、楽しい時間を過ごしました。
そのときの模様は、「関東京二中鳥羽同窓会」のホームページに掲載しています。
是非御覧ください。　【関東京二中鳥羽同窓会　http://kntk2ctoba.blog135.fc2.com/】

ご
挨
拶

京
二
中
鳥
羽
高
校
同
窓
会
会
長
　
山
内
　
健
也
　

卒
業
生
の
み
な
さ
ん
へ

京
二
中
鳥
羽
高
校
同
窓
会
副
会
長
　
奈
佐
　
和
也
　

鳥
羽
高
校
職
員
の
皆
様
、
な
ら
び
に
、
京
二
中
鳥
羽
高
校
同
窓

会
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
平
素
よ
り
、
同
窓
会
活
動
に

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

京
二
中
同
窓
会
が
京
二
中
鳥
羽
高
校
同
窓
会
へ
と
改
め
ら
れ
、

30
年
目
を
迎
え
た
本
会
は
、
鳥
羽
高
校
卒
業
者
が
主
体
と
な
っ
て
、

同
窓
会
の
運
営
に
取
り
組
む
契
機
を
得
て
、
京
二
中
か
ら
鳥
羽
高
校

へ
の
引
継
ぎ
を
、
活
動
の
上
で
も
前
進
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

一
昨
年
、
同
窓
会
役
員
以
外
の
方
も
含
む
、
鳥
羽
高
校
卒
業
者
が
集
ま
り
、
学
校
職
員
の
先
生

方
に
も
ご
参
加
を
頂
い
て
、
今
後
の
同
窓
会
に
つ
い
て
話
し
合
う
場
を
設
け
ま
し
た
。
会
は
１
、２

カ
月
に
1
度
、
皆
学
業
、
職
業
、
家
庭
に
と
活
躍
中
の
人
ば
か
り
で
す
の
で
、
都
合
の
つ
く
人
だ
け
、

仕
事
を
終
え
て
か
ら
参
加
す
る
形
で
回
を
重
ね
ま
し
た
。
30
年
を
節
目
と
し
た
企
画
は
、
こ
の
有
志

の
会
か
ら
生
ま
れ
ま
し
た
。

第
30
回
総
会
で
は
、
遍
く
会
員
の
皆
様
に
、
母
校
と
接
し
て
い
た
だ
く
機
会
を
持
っ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
、
会
場
を
鳥
羽
高
校
に
移
し
、
施
設
や
ク
ラ
ブ
活
動
の
見
学
な
ど
も
行
い
ま
し
た
。
そ
の
節

に
は
、
学
校
職
員
の
方
々
に
は
、
例
年
に
な
く
お
手
数
を
お
掛
け
い
た
し
た
こ
と
と
存
じ
ま
す
が
、

快
く
お
引
き
受
け
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ま
た
、
卒
業
し
て
30
年
目
を
迎
え
る
鳥
羽
1
期
生
を
中
心
に
、
第
30
回
総
会
・
懇
親
会
と
併
せ
、

１
期
生
同
期
会
の
呼
び
か
け
を
い
た
し
ま
し
た
。
初
め
て
の
試
み
、
手
探
り
で
の
準
備
ゆ
え
、
不
行

き
届
き
な
こ
と
も
多
く
あ
り
ま
し
た
が
、
幾
人
も
の
方
が
影
と
な
り
呼
び
か
け
に
動
い
て
下
さ
り
、

お
陰
様
で
懇
親
会
は
、賑
や
か
に
開
催
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。、

こ
れ
を
機
に
、
同
窓
会
員
相
互
の
縦
の
繋
が
り
と
、
同
期
の
横
の
繋
が
り
が
広
が
り
、
母
校
の
教

育
活
動
を
支
え
、
会
員
相
互
の
励
み
と
な
る
会
に
育
ち
ま
す
よ
う
、
会
員
の
皆
様
へ
、
同
窓
会
の
取

り
組
み
へ
の
ご
参
加
を
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
度
は
御
卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
新
た
に
同
窓
会
の
一
員
と
な
る
皆
様
を
、

歓
迎
い
た
し
ま
す
。

卒
業
し
た
ば
か
り
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
は
同

窓
会
と
い
っ
て
も
、
な
か
な
か
イ
メ
ー
ジ
が
出

来
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
か
く
い
う
私
も
卒
業

し
て
し
ば
ら
く
は
、
同
窓
会
の
良
さ
と
い
う
も

の
は
実
感
で
き
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
で
す
が

社
会
人
と
し
て
生
活
を
送
る
よ
う
に
な
る
と
、
同
窓
会
を
は
じ
め
と
す
る
「
人

の
縁
」
と
い
う
も
の
の
大
切
さ
を
痛
感
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
私
は
京
都

を
離
れ
関
東
に
在
住
し
て
お
り
ま
す
が
、
知
人
の
少
な
い
中
で
京
二
中
鳥
羽

同
窓
会
と
い
う
「
縁
」
の
お
陰
で
、
心
強
い
思
い
を
し
た
こ
と
が
何
度
も
あ
り

ま
し
た
。

ま
た
昨
年
11
月
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
同
窓
会
総
会
で
は
、
卒
業
か
ら
30
年

と
い
う
節
目
で
旧
友
達
と
交
流
を
深
め
、
ま
た
新
た
な
絆
を
紡
ぐ
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
貴
重
な
「
縁
」
を
皆
さ
ん
に
も
是
非
、
体
感
し
て

頂
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

関
東
で
は
、
京
都
二
中
・
鳥
羽
高
校
卒
業
生
に
よ
る
「
関
東
京
二
中
鳥
羽

同
窓
会
」
を
さ
さ
や
か
な
が
ら
運
営
し
て
お
り
ま
す
。
ご
興
味
の
あ
る
方
は

是
非
、
御
一
報
下
さ
い
。
以
上
、
今
後
と
も
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

第30 回京二中鳥羽高校同窓会総会・懇親会

連絡先
（関東京二中鳥羽同窓会）

 knt.k2c.toba@gmail.com

　平成 28 年 11 月 27 日（日）に、第 30 回京二中鳥羽高校同窓会総会・懇
親会が開催されました。今年は、鳥羽高校第１期生が卒業して 30 年目の節目
の年であり、第１期生同期会が併催され、学校見学も行われました。
　懇親会は、京都駅前の「京湯元ハトヤ瑞鳳閣」で開催され、京二中同窓生、
鳥羽高校同窓生、御来賓等、総勢 90 名を超える出席があり盛大に行われました。
　関東京二中鳥羽会の活動報告や京二中、鳥羽高校の史料を編纂製本した「京
二中鳥羽高ものがたり」の報告、さらには、恩師や同窓生によるスピーチ、
当時の懐かしいビデオ放映もあり、旧友との歓談で盛り上がりました。また、
恒例の出席者全員による京二中校歌、鳥羽高校校歌の合唱も行われました。

「同窓会総会・懇親会」は、毎年
11月に京都市内で開催。詳細は、
京二中鳥羽高校同窓会のホームペー
ジを御覧ください。平成 29 年度は、
鳥羽高校第２期生が卒業後 30 年を
迎えます。皆様お繰り合わせの上、
御出席いただけることを期待しており
ます。

ご参加をお待ちしています

発売中！

頒価	1,000円
（税込）

（京二中創立 115 周年記念）

活躍する卒業生−柏木 麻希さん

早稲田大学２年（29 期生）
　私の高校時代の目標は文武両道でした。今振り返ると遠征や
合宿等で学校を離れることも多かったですがその度に友達に勉
強を教えてもらったり先生に直接質問しに行ったりといつも忙し
かったように思えます。しかしそんな充実した毎日が私にとって
思い出に残る３年間でした。先生、家族、友達、仲間にいつも
助けられ、励まされ、大切さや感謝の気持ちを学ぶことができま
した。部活動で一緒に汗を流した仲間は大学生になった今でも
大切な存在です。昨年出場したアジアユース・ジュニア大会の
JAPAN チームの中に鳥羽高校の生徒や出身者が数多く含まれ
共に戦えたことを誇りに思います。今後も 2020 年東京オリンピックメダル獲得に向けて努
力を続けていくので応援よろしくお願いいたします。

【主な成績】鳥羽高校在学中アジアジュニア選手権大会で優勝。早稲田大学へ進学後も
数多くの国際大会（世界ジュニア選手権大会 4 位）に出場し、2016 年日本で開催され
たアジアジュニア選手権大会では 69㎏級で銀メダルを獲得し、日本女子ジュニアチーム
の団体優勝に大きく貢献した。また、１年時の全日本大学対抗選手権大会では 75㎏級
において優勝。2020 年東京オリンピックターゲットエイジにも選出され、今後の活躍に
も大いに期待がかかる。

関東でも
京二中同窓会
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大本　晋平くん　水泳部
筑波大学　体育専門学群　進学
2016 年度世界ユース選手権　11 位
第 69 回国民体育大会　準優勝
全日本ジュニアユース（U-17）　準優勝

私は鳥羽高校で３年間水泳部に所属し、
全国優勝を目標に努力してきました。そしてその中で、技術
だけでなく、人間的にも成長することができました。鳥羽高
校で学んだことを活かし、大学では東京オリンピック出場を
目指して、日々努力を続けて生きたいと思います。

佐々木　春香さん　ソフトテニス部
日本郵政　就職

私はこの３年間高いレベルでの文武
両道を目指して頑張ってきました。うまく
いかない時もありましたが、周りの人た

ちに支えられて乗り越えることができました。そんな私も
春からは社会人になることに不安を感じることもあります
が、鳥羽高校で３年間過ごしてきた誇りと自信を胸に、
支えてくれた人たちに一日でもはやく恩返しができるよう
頑張っていきたいと思います。

片島　綾菜さん　吹奏楽部
京都教育大学　教育学部　進学

勉強と部活動の両立を目標に歩んできた
３年間でした。共に切磋琢磨してきた仲間、
サポートしてくださった先生方との素敵な出

会いに心から感謝しています。これから豊かな人間性を持つ
教師を目指し、自己研鑽を積んで生きたいと思います。

里見　朋哉くん　陸上競技部
滋賀大学　教育学部　進学

私はこの３年間、文武両道を目標に、
陸上競技部に所属しながら勉学にも励ん
で来ました。つらい時期もありましたが、

仲間に支えられて、乗り越え、目標を達成することができ
ました。大学でも仲間を大切にして夢に向かって自分の
道を突き進んでいきます。

第
一
章
　
総
　
則

第
一
条
　
本
会
は
、
京
二
中
鳥
羽
高
校

同
窓
会
と
称
し
、
そ
の
本
部
を
京
都

府
立
鳥
羽
高
等
学
校
内
に
置
く
。

第
二
条
　
本
会
は
、
会
員
相
互
の
友
誼

を
深
め
、
母
校
の
発
展
に
貢
献
す
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
。

第
二
章
　
会
　
員

第
三
条
　
本
会
は
、
下
記
の
会
員
を

も
っ
て
構
成
す
る
。

一
　
正
会
員

※
京
都
府
立
京
都
第
二
中
学
校

卒
業
生

※
京
都
府
立
鳥
羽
高
等
学
校
全

日
制
卒
業
生

※
両
校
に
在
学
し
た
者
で
、
会

員
の
紹
介
に
よ
り
理
事
会
が

入
会
を
承
認
し
た
者

二
　
特
別
会
員

両
校
現
旧
教
職
員
、
ま
た
は
理

事
会
の
推
薦
す
る
者

第
四
条
　
会
員
は
、
住
所
、
氏
名
、
そ

の
他
名
簿
記
載
事
項
に
変
更
の
あ
っ

た
場
合
は
、
本
会
に
通
知
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

第
三
章
　
役
　
員

第
五
条
　
本
会
に
下
記
の
役
員
を
置

き
、
任
期
は
各
二
年
と
し
、
重
任
を

さ
ま
た
げ
な
い
も
の
と
す
る
。

一
　
名
誉
会
長

会
員
の
中
か
ら
理
事
会
の
議
を

経
て
会
長
が
推
挙
す
る
。

二
　
会
　
長

正
会
員
の
中
か
ら
一
名
を
理
事

会
が
推
挙
し
総
会
で
選
出
す
る
。

三
　
副
会
長

両
校
ご
と
の
正
会
員
の
中
か
ら

若
干
名
を
会
長
が
指
名
す
る
。

四
　
理
　
事

両
校
ご
と
の
正
会
員
及
び
特
別

会
員
の
中
か
ら
若
干
名
を
、
ま

た
、
ほ
か
に
母
校
の
現
職
員
の
特

別
会
員
の
中
か
ら
幹
事
会
の
推

薦
に
よ
っ
て
会
長
が
委
嘱
す
る
。

五
　
幹
　
事

正
会
員
の
中
か
ら
原
則
と
し
て

卒
業
年
度
ご
と
に
二
名
を
選
出

す
る
。

六
　
監
　
事

正
会
員
の
中
か
ら
二
名
を
会
長

が
指
名
す
る
。

七
　
顧
　
問

母
校
現
職
校
長
を
推
し
、ま
た
、

会
員
の
中
か
ら
会
長
が
推
挙
す

る
。

第
六
条
　
役
員
の
任
務
は
次
の
と
お
り

と
す
る
。

一
　
名
誉
会
長
及
び
顧
問
は
、
会
務

運
営
に
つ
い
て
必
要
な
助
言
を

与
え
る
。

二
　
会
長
は
、
本
会
を
代
表
し
会
務

を
統
括
す
る
。
ま
た
、
総
会
、

理
事
会
、
幹
事
会
を
招
集
し
て

そ
の
議
長
と
な
る
。

三
　
副
会
長
は
、
会
長
を
補
佐
し
会

長
に
事
故
あ
る
時
は
代
行
す

る
。

四
　
理
事
は
、
理
事
会
に
出
席
し
て

会
務
を
協
議
、
執
行
す
る
。

理
事
の
う
ち
、
会
長
の
指
名
す

る
若
干
名
で
本
会
の
庶
務
会
計
に

関
す
る
日
常
事
務
を
担
当
す
る
。

五
　
幹
事
は
、
そ
の
卒
業
年
度
の
会

員
の
連
絡
に
当
り
、
ま
た
、
幹

事
会
に
出
席
し
、
理
事
会
の
決

議
に
基
づ
き
会
務
を
担
当
す
る
。

六
　
監
事
は
、
会
計
に
関
す
る
事
項

を
監
査
す
る
。

第
四
章
　
事
　
業

第
七
条
　
本
会
は
、
そ
の
目
的
を
達
成

す
る
た
め
に
、下
記
の
事
業
を
行
う
。

一
　
総
　
会

毎
年
、
京
都
市
に
お
い
て
開
催

す
る
。

な
お
、
必
要
の
あ
る
場
合
、
随

時
、
臨
時
総
会
を
開
く
。
　

二
　
理
事
会
、
幹
事
会

必
要
な
と
き
に
開
く
。

三
　
理
事
会
に
お
い
て
適
切
と
認
め

る
事
業
。

第
五
章
　
会
　
計

第
八
条
　
本
会
の
経
費
は
、
会
費
、
寄

付
金
、
事
業
収
益
金
、
財
産
収
益
金
、

そ
の
他
を
も
っ
て
、こ
れ
に
あ
て
る
。

第
九
条
　
正
会
員
は
、
卒
業
時
に
終
身

会
費
を
納
入
す
る
。
そ
の
額
は
理
事

会
に
お
い
て
定
め
る
。

第
十
条
　
総
会
及
び
各
種
集
会
に
要
す

る
経
費
は
、
そ
の
つ
ど
こ
れ
を
定

め
、
原
則
と
し
て
出
席
者
か
ら
徴
収

す
る
。

第
十
一
条
　
本
会
の
会
計
年
度
は
、
毎

年
四
月
一
日
に
始
ま
り
、
翌
年
三
月

三
十
一
日
に
終
わ
る
。

第
十
二
条
　
会
計
及
び
事
業
報
告
は
、

総
会
に
お
い
て
こ
れ
を
行
う
。

第
六
章
　
支
　
部

第
十
三
条
　
会
員
の
多
数
存
在
す
る
地

方
に
本
会
支
部
を
設
け
る
こ
と
が
で

き
る
。

　
支
部
の
設
置
及
び
そ
の
規
約
は
、
理

事
会
の
承
認
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

第
十
四
条
　
支
部
は
、
そ
の
代
表
者
よ

り
支
部
会
員
の
名
簿
、
役
員
の
指
名

並
び
に
会
務
概
況
を
本
部
に
報
告

し
、
常
に
本
部
と
の
連
絡
を
保
た
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
七
章
　
規
約
の
変
更

第
十
五
条
　
規
約
は
、
理
事
会
の
決
議

に
よ
っ
て
こ
れ
を
変
更
す
る
こ
と
が

で
き
る
が
、
次
の
総
会
に
お
い
て
、

そ
の
承
認
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

附
　
則

一
　
昭
和
六
十
一
年
度
卒
業
の
正
会
員

の
終
身
会
費
は
、
三
〇
〇
〇
円
と

す
る
。

二
　
本
規
約
は
、
昭
和
六
十
二
年
四
月

一
日
か
ら
実
施
す
る
。

三
　
本
規
約
は
、
平
成
二
十
七
年
十
一

月
三
日
に
一
部
改
正
す
る
。

四		

平
成
二
十
八
年
度
卒
業
以
降
の
正

会
員
の
終
身
会
費
は
、
四
〇
〇
〇

円
と
す
る
。

　
京
二
中
鳥
羽
高
校
同
窓
会
規
約

平成 28 年度　京二中鳥羽高校同窓会　役員名簿 平成 28 年度卒業生 同窓会幹事紹介
 役職 期  氏名

顧 問 京二中 51 九條　道弘
顧 問 校長 山埜　茂彦
名誉会長 京二中 49 内田　昌一
会 長 鳥羽１ 山内　健也
副会長 京二中 45 國井　和扶
副会長 鳥羽１ 奈佐　和也
副会長 鳥羽 3 乾　　明紀
副会長 鳥羽 5 岩佐　隆之

1 組 宇田　和真 澤田　晟冶
2 組 ◎ 木下　智貴 増田　晃尚
3 組 林　　涼子 細川　結菜
4 組 田中　佐理 福井　陸斗
5 組 今中　智子 中井　晃平
6 組 青木　友佳 金ケ江七海
7 組 山本　泰成 吉村茉利恵
8 組 岡嶋晟太郎 ◎ 南田早登子
9 組 國分大志朗 小﨑　夏乃

 役職 期 氏名

理 事 京二中 47 向井　博一
理 事 京二中 48 那須　信孝
理 事 鳥羽 2 佐々木克佳
理 事 鳥羽 4 藤澤　正則
理 事 鳥羽 15 市川　靖久
理 事 事務長 谷口　隆一
監 事 鳥羽１ 藤田　雅己
監 事 鳥羽 3 谷内　伊吹

大
き
な
節
目
の
年
を
迎
え
て

  

京
二
中
鳥
羽
高
校
同
窓
会
顧
問
　
山
埜
　
茂
彦
　

    

　 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

京
都
府
立
鳥
羽
高
等
学
校
校
長

（	◎は、学年代表幹事	）

京
都
二
中
、
鳥
羽
高
校
の
同
窓
の
皆
様
、
そ
し
て
旧
教
職
員
の
方
々
、

平
素
か
ら
本
校
の
教
育
活
動
に
御
理
解
・
御
協
力
い
た
だ
く
と
共
に
、

母
校
発
展
の
た
め
教
育
振
興
に
係
る
御
支
援
を
賜
っ
て
お
り
ま
す
こ
と

に
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
厚
く
御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

一
昨
年
夏
の
甲
子
園
で
の
硬
式
野
球
部
の
活
躍
に
際
し
ま
し
て
は
、
熱
い
御
声
援
と
暖
か
い
御
支
援

を
賜
り
ま
し
た
。
あ
り
が
た
い
こ
と
に
、
そ
れ
を
機
に
同
窓
会
や
部
活
動
の
Ｏ
Ｂ
会
に
お
い
て
、
京
二

中
と
鳥
羽
高
校
の
卒
業
生
の
絆
が
一
層
深
ま
り
、
学
校
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
こ
の
上
な
く
心
強
く
感

じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

今
年
度
は
、
水
球
で
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
し
た
筈
井
・
竹
井
両
選
手
、
プ
ロ
野
球
の
平
野
選
手
、
大

相
撲
十
両
の
宇
良
関
な
ど
、
こ
の
国
で
、
ま
た
広
く
世
界
に
躍
進
す
る
卒
業
生
の
姿
が
大
き
く
取
り
上

げ
ら
れ
ま
し
た
。
一
方
、
在
校
生
徒
は
、
京
二
中
の
「
文
武
両
道
・
質
実
剛
健
」
の
校
風
を
正
し
く

受
け
継
ぎ
、
勉
学
に
励
む
と
と
も
に
、
各
学
年
の
三
分
の
一
の
生
徒
が
一
年
間
無
欠
席
・
無
遅
刻
・
無

欠
課
の
皆
勤
で
過
ご
し
て
い
ま
す
。
部
活
動
で
は
、ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
・
陸
上
競
技
・
水
球
・
相
撲
・

女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
・
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
・
放
送
が
全
国
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。

十
一
月
に
は
、
関
東
京
二
中
鳥
羽
同
窓
会
、
続
い
て
第
三
十
回
の
総
会
及
び
懇
親
会
に
出
席
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
皆
様
が
「
心
の
故
郷
」
と
し
て
、
い
つ
も
温
か
く
母
校
を
応
援
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と

に
感
銘
を
覚
え
ま
し
た
。
各
界
で
指
導
的
役
割
を
担
わ
れ
て
い
る
京
二
中
卒
業
生
の
後
進
と
し
て
、
社

会
の
幅
広
い
分
野
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
鳥
羽
高
校
第
一
期
生
が
、
卒
業
さ
れ
て
三
十
年
の
集
ま
り
に
多

数
御
参
加
い
た
だ
き
、
盛
会
で
感
慨
も
ひ
と
し
お
で
し
た
。
同
窓
会
の
歩
み
、
そ
し
て
学
校
の
歩
み
と

い
う
点
で
も
、
大
き
な
節
目
と
感
じ
た
次
第
で
す
。

現
在
、
本
校
は
全
国
約
五
千
の
高
等
学
校
か
ら
選
ば
れ
た
、
百
二
十
三
校
の
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル

ハ
イ
ス
ク
ー
ル
の
一
つ
と
し
て
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。
少
子
高
齢
化
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
先
行
き
が
見

え
に
く
い
政
治
・
経
済
等
々
、
今
の
高
校
生
を
取
り
巻
く
状
況
は
決
し
て
単
純
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
種
々
の
社
会
課
題
が
あ
る
時
代
を
生
き
ぬ
く
力
を
多
面
的
に
養
う
た
め
に
、
普
通
科
に
加
え
、

来
年
度
か
ら
専
門
学
科
「
グ
ロ
ー
バ
ル
科
」
を
新
た
に
設
置
し
て
、
よ
り
幅
広
い
教
育
活
動
を
展
開
い

た
し
ま
す
。
今
後
も
引
き
続
き
お
見
守
り
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
改
め
ま
し
て
、
御
尽
力
に
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
と
共
に
、
今
後
と
も
皆
様

の
母
校
へ
の
御
支
援
、
御
助
言
を
お
願
い
い
た
し
ま
し
て
、
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

今年の卒業生からのメッセージ


